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自
然
生
殖
に
お
け
る
母
子
関
係
─
─
歴
史
的
観
点
か
ら
─
─

マ
ル
セ
ロ　

デ　

ア
ウ
カ
ン
タ
ラ

一 
は
じ
め
に

　

自
然
生
殖
に
お
い
て
、
法
的
母
子
関
係
を
成
立
さ
せ
る
最
も
重
要
な
要
因
・
基
準
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
日
で
は
、
多
く
の
国
の
法
制
度
に
お
い
て
分
娩
が
最
も
決
定
的
な
要
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

子
の
母
は
分
娩
し
た
女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
国
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
七
年
の
法
律
（
一
九
九
七
年
一
二
月

一
六
日
）
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
民
法
典
一
五
九
一
条
は
、
子
の
母
は
分
娩
し
た
女
性
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二

〇
〇
五
年
の
改
正
法
（
二
〇
〇
五
年
七
月
四
日
）
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
民
法
典
三
一
一
条
の
二
五
は
、
母
が
出
生
証
書
に
記
入
す
る
だ

け
で
母
子
関
係
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
一
九
七
七
年
の
法
律
（
一
九
七
七
年
一
一
月
二
五
日
）
に
よ
り
改
正

さ
れ
た
民
法
典
一
七
九
六
条
が
、
親
子
関
係
は
母
に
つ
い
て
分
娩
の
事
実
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
娩
者
を

母
と
す
る
明
文
規
定
は
な
い
が
、
判
例
で
は
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
最
高
裁
が
一
九
六
二
年
の
判
決
（
最

判
昭
和
三
七
年
四
月
二
七
日
民
集
一
六
巻
七
号
一
二
四
七
頁
）
で
、
母
子
関
係
は
分
娩
の
事
実
に
よ
り
当
然
発
生
す
る
と
し
て
い
る
。

　

前
述
し
た
こ
と
が
今
日
の
状
況
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
自
然
生
殖
に
お
け
る
法
的
母
子
関
係
を
成
立
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さ
せ
る
決
定
的
な
要
因
・
基
準
が
常
に
分
娩
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
普
遍
的
に
分
娩
を
基

準
・
基
点
と
し
て
法
的
母
子
関
係
が
決
定
さ
れ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
子
の
地
位
（
嫡
出
子
、
婚
外
子
、
姦
生
子
、
乱
倫
子
）
な

ど
に
よ
っ
て
そ
の
基
準
・
基
点
が
異
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
法
、
ゲ
ル
マ
ン
法
、
英
米
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
に
、
法
的
母
子
関
係
が
、
そ
の
歴
史
的
展
開
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
嫡
出
子
・
婚
外
子
と
い
う
地
位
の
差
異
が
、
法
的
母
子
関
係
の
成
立
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
母
子
関
係
に
限
ら
ず
、
必
要
な
場
合
は
、
父
子
関
係
（
準
正
制
度
な
ど
）
に
つ
い

て
も
簡
単
に
触
れ
る
。二 

ロ
ー
マ
法

　

ロ
ー
マ
の
家
族
は
、
家
長
（paterfam

ilias
）
と
そ
の
家
長
の
家
長
権
（patria potestas

）
に
服
す
る
全
員
（
妻
、
嫡
出
子
、
そ

の
他
の
卑
属
及
び
そ
の
配
偶
者
）
か
ら
成
る
。
家
長
と
は
一
番
年
上
の
男
性
尊
属
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
で
は
、
母
と
子
と
の
関
係
は

分
娩
に
よ
っ
て
成
立
し
た
（m

ater sem
per certa est

）
が
、
婚
外
子
は
嫡
出
子
と
異
な
り
、
母
の
家
長
の
権
力
に
も
、
父
（
あ
る

い
は
父
の
家
長
）
の
権
力
に
も
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
権
者
（sui iuris

）
で
あ
っ
た
。

　

婚
外
子
は
母
の
家
長
の
家
に
入
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
的
な
視
点
か
ら
い
う
と
、
婚
外
子
は
母
の
権
力
に
「
服
し
た
」。
法
律
上
、

母
（
女
性
）
は
誰
に
対
し
て
も
家
長
権
を
有
し
な
か
っ
た
が
、
母
と
婚
外
子
と
の
関
係
か
ら
様
々
な
法
的
効
力
が
発
生
し
た
。
例
え
ば
、

婚
外
子
は
母
の
身
分
に
従
っ
た
こ
と
や
婚
外
子
と
母
と
の
血
族
関
係
（cognatio

）
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
婚
外
子
は
母
の
財
産
を
相

続
す
る
権
利
を
有
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
互
い
に
扶
養
を
す
る
義
務
も
あ
っ
た
。
一
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
婚
外
子
は
父
の
い

な
い
子
と
さ
れ
た
の
で
、
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
時
代
ま
で
、
強
制
認
知
や
養
育
費
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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【
古
典
期
】
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
未
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
は
な
か
っ
た
の
で
、
母
と
の
関
係
で
嫡
出
子
と
婚
外
子
と
で

異
な
る
扱
い
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
婚
外
子
と
母
と
の
血
族
関
係
が
認
め
ら
れ
、
婚
外
子
に
は
相
続
権
が
あ
り
、

母
に
は
扶
養
義
務
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
婚
外
子
は
同
母
異
父
の
兄
弟
姉
妹
の
財
産
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
父
と
の
関
係
で
婚
外
子
は
嫡
出
子
よ
り
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
。
古
典
期
ロ
ー
マ
法
で
は
、
任
意
認
知
や
強
制
認

知
の
よ
う
な
制
度
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
父
は
身
元
不
明
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
父
が
誰
で
あ
る
か
は
知
っ
て

い
て
も
、
婚
外
子
は
父
の
家
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
家
長
権
に
服
し
な
か
っ
た
。
自
権
者
で
あ
っ
た
婚
外
子
に
は
相
続
権
は
な
か
っ

た
が
、
父
か
ら
財
産
を
受
け
る
の
に
制
限
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
父
は
遺
言
に
よ
っ
て
婚
外
子
に
財
産
を
譲
る
こ
と
が
で
き
、
自

権
者
養
子
縁
組
（adrogatio
）
に
よ
っ
て
家
に
入
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
た
。
婚
外
子
は
自
権
者
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
家
長
の
家
に
入

り
、
そ
の
家
長
権
に
服
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
自
権
者
養
子
縁
組
は
準
正
（
婚
外
子
を
嫡
出
子
に
す
る
）
と
同
様
の
効
果
を
も
っ
た
。

ま
た
、
婚
外
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
片
親
世
帯
で
暮
ら
す
、
あ
る
い
は
父
と
全
く
接
触
し
な
い
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
婚
外

子
は
母
と
生
物
学
上
の
父
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　
【
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
】
古
典
期
後
の
ロ
ー
マ
法
（
帝
政
後
期
）
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
大
き
く
な
り
、
ロ
ー
マ
法
の
婚
外

子
に
対
す
る
扱
い
が
変
更
さ
れ
、
道
徳
的
要
素
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
三
六
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
帝
は
、
父
が
婚
外
子

に
財
産
を
譲
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
皇
帝
ら
は
父
が
財
産
の
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
こ
の
よ
う
な
是

非
の
変
遷
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
帝
政
後
期
の
立
法
者
は
内
縁
関
係
者
へ
の
処
罰
・
子
へ
の

慈
悲
の
気
持
ち
に
関
し
て
意
見
が
分
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

当
時
、
姦
生
子
及
び
乱
倫
子
も
劣
悪
な
地
位
に
あ
っ
た
。
彼
ら
に
対
す
る
敵
意
は
父
子
関
係
に
限
ら
ず
、
母
子
関
係
に
も
向
か
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
姦
生
子
・
乱
倫
子
と
母
と
の
関
係
を
完
全
に
認
め
な
か
っ
た
。
一
方
、
姦
生
子
及
び
乱
倫
子
で
な
い
婚
外
子
（
内

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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縁
関
係
の
子
）
は
父
に
対
し
て
様
々
な
権
利
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
父
か
ら
自
分
の
子
と
し
て
扱
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
婚
外
子
は
扶
養
請
求
権
を
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
偉
大
な
革
新
と
し
て
は
、
婚
外
子
の
準
正
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
【
準
正
】
準
正
制
度
は
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
古
典
期
後
か
ら
、
婚
外
子
の
中
で
自
然
児
（liberi naturales

）、

つ
ま
り
内
縁
関
係
に
よ
り
生
ま
れ
た
子
に
対
す
る
準
正
の
み
認
め
ら
れ
、
姦
生
子
及
び
乱
倫
子
は
対
象
外
で
あ
っ
た
。

　

準
正
は
三
種
類
に
分
か
れ
、
①
市
会
編
入
に
よ
る
準
正
（legitim

atio per oblationem
 curiae

）、
②
皇
帝
の
裁
可
に
よ
る
準
正

（legitim
atio per rescriptum

 principis

）、
③
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
（legitim

atio per subsequens m
atrim

onium

）
が
あ

っ
た
。
①
市
会
編
入
に
よ
る
準
正
で
は
、
父
が
婚
外
子
に
財
産
を
与
え
、
ま
た
婚
外
子
が
市
会
議
員
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
準
正
が
発

生
し
た
。
こ
れ
は
、
市
会
議
員
の
就
任
を
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
皇
帝
が
発
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
皇
帝
の
裁
可

に
よ
る
準
正
は
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
が
導
入
し
た
。
父
は
婚
外
子
の
準
正
の
た
め
に
皇
帝
の
裁
可
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
皇
帝
に

よ
っ
て
裁
可
さ
れ
た
ら
、
婚
外
子
は
嫡
出
子
と
な
っ
た
。
皇
帝
の
裁
可
に
よ
る
準
正
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ゲ
ル
マ
ン
法
で
は
事
後

結
婚
に
よ
る
準
正
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
中
世
後
半
期
ま
で
よ
く
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

前
記
の
二
種
類
と
異
な
り
、
③
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
は
近
代
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
の
制
度
は
三
三
六
年
か
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ヌ
ス
帝
に
よ
り
徐
々
に
導
入
さ
れ
、
五
一
七
年
に
一
般
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
時
的
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ

り
復
活
さ
れ
、
再
編
が
行
わ
れ
た
。
当
初
、
婚
外
子
が
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
に
よ
っ
て
嫡
出
子
に
な
る
た
め
に
は
、
父
に
嫡
出
子
が

な
い
こ
と
が
要
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
は
制
度
の
幅
を
拡
大
し
、
父
に
既
に
嫡
出
子
（
先
妻
と
の

子
）
が
あ
っ
て
も
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
に
よ
っ
て
嫡
出
子
と
な
っ
た
子
は

父
の
父
権
に
服
し
、
他
の
嫡
出
子
と
同
等
の
権
利
を
有
し
た
。

（
14
）

（
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）

（
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）

（
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（
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）

（
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三 

ゲ
ル
マ
ン
法

　

ゲ
ル
マ
ン
法
で
は
、
ロ
ー
マ
法
のm

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
、
母
子
関
係
は
伝
統
的
に
分
娩
に
よ
っ
て
成

立
し
た
。

　
【
古
法
】
ゲ
ル
マ
ン
古
法
で
は
、
婚
外
子
は
劣
悪
な
法
的
地
位
に
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ゲ
ル
マ
ン
古
法
は
婚
姻
に

加
え
て
他
の
性
的
共
同
体
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
父
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
婚
外
子
は
、
そ
の
家
に
収
容
さ
れ
、
嫡
出
子
と
同
様

に
家
族
の
一
員
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
非
自
由
人
の
母
か
ら
生
ま
れ
た
婚
外
子
は
母
の
身
分
に
従
っ
た
た
め
、
自
由
人
の
女
性
か
ら
生

ま
れ
た
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
た
。

　

ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
の
法
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
ロ
ン
バ
ル
ド
法
や
バ
イ
エ
ル
ン
慣
習
法
で
は
、
婚
外
子
は
父
の
保
護
下
に
あ
り
、

嫡
出
子
と
と
も
に
相
続
人
に
な
り
、
そ
し
て
父
に
は
扶
養
義
務
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
北
部
の
法
で
も
婚
外
子
は
、
少
な
く
と
も

自
由
人
か
ら
生
ま
れ
た
婚
外
子
が
不
利
な
取
扱
い
を
受
け
た
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
が
強
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
婚
外
関
係
が
罪
悪
と
さ
れ
た
の
で
、
婚
外
子
の
地
位
は
徐
々

に
悪
化
し
た
。
中
世
ド
イ
ツ
の
法
書
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
（Sachsenspiegel

）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
婚
外
子
は

父
家
か
ら
排
除
さ
れ
、
い
か
な
る
権
利
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

1

・38

・1

「
決
闘
人
（kem

pen[K
äm

pfer]

）
お
よ
び
彼
等
の
子
、
遊
芸
人
、
お
よ
び
す
べ
て
真
正
（
合
法
）
婚
姻
外
に
（<in>unecht

）
生

れ
た
者
、
お
よ
び
窃
盗
ま
た
は
強
盗
（
の
罪
）
を
賠
償
し
ま
た
は
（
盗
品
を
）
返
還
し
た
者
、
お
よ
び
そ
れ
（
窃
盗
・
強
盗
）
に
つ
き
裁
判
所
の

前
で
服
罪
さ
せ
ら
れ
た
者
、
ま
た
は
彼
等
の
生
命
、
皮
膚
も
し
く
は
毛
髪
を
（
換
刑
贖
罪
金
を
も
っ
て
）
請
け
戻
し
た
者
、
こ
れ
ら
の
者
は
い
ず

れ
も
権
利
（
能
力
）
を
欠
く
（rechtelos

）。〈
ま
た
彼
等
の
犯
罪
の
ゆ
え
に
罰
行
進
（harm

scar

）
を
お
こ
な
っ
た
者
は
、
す
べ
て
の
権
利

（
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（
能
力
）
か
ら
却
け
ら
れ
る
。〉」

1

・48

・1

「
す
べ
て
真
正
（
合
法
）
婚
姻
外
に
（<in>unecht

）
生
れ
た
者
、
ま
た
は
自
己
を
権
利
無
能
力
（echtlos

）
た
ら
し
め
た
者
は
、

彼
等
の
訴
訟
に
際
し
て
も
ま
た
彼
等
の
決
闘
に
際
し
て
も
、
い
か
な
る
後
見
人
を
も
も
つ
こ
と
を
え
な
い
。」

　

父
に
対
し
て
権
利
を
す
べ
て
失
っ
た
婚
外
子
は
そ
の
一
方
で
、
母
に
対
す
る
相
続
権
等
を
そ
の
ま
ま
持
ち
続
け
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、

ゲ
ル
マ
ン
法
は
「
い
か
な
る
子
も
そ
の
母
の
婚
外
子
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
【
い
か
な
る
子
も
そ
の
母
の
婚
外
子
で
は
な
い
】
ゲ
ル
マ
ン
法
のK

ein K
ind ist seiner M

utter K
ebskind (no child is its 

m
otherʼs bastard) 

「
い
か
な
る
子
も
そ
の
母
の
婚
外
子
で
は
な
い
」
あ
る
い
はK

eine M
utter trägt einen Bastard (no m

oth-

er bears a bastard) 

「
い
か
な
る
母
も
婚
外
子
を
産
ま
な
い
」
と
い
う
伝
統
的
な
法
格
言
は
、
婚
外
子
と
い
う
呼
び
方
は
母
に
対
し

て
で
は
な
く
、
父
に
対
し
て
の
み
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
母
に
対
し
て
は
、
婚
内
子
と
婚
外
子
（
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
）

と
い
う
区
別
が
な
く
、
す
べ
て
の
子
は
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
一
二
三
五
年
に
ア
イ
ケ
・
フ
ォ
ン
・
レ
プ
ゴ
ウ
（Eike von Repgow

）
が
編
纂
し
た
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
中
で
は
、

K
ein K

ind ist seiner M
utter K

ebskind

と
い
う
表
現
が
現
わ
れ
て
い
る
（
第
一
巻
五
一
章
）。
そ
の
法
格
言
の
意
味
に
関
し
て

Johann Friedrich Eisenhart

は
、
一
七
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
本
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
が
父

に
対
し
て
婚
外
子
（
非
嫡
出
子
）
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
父
の
子
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
。
一
方
、
母
は
こ
こ
ろ
の
下
に
子
を
宿
す
た
め
、
母
に
対
し
て
常
に
正
式
な
子
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
と
異
な
り
、
原
則
と
し
て
婚
外
子
は
母
に
対
し
て
も
「
誰
の
子
で
も
な
い

子
」（filius nullius

）
で
あ
る
と
さ
れ
、
母
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
「
い
か
な
る
子
も
そ
の
母
の
婚
外
子
で
は
な
い
」
と
い
う
原
則
は
オ
ラ
ン
ダ
法
に
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
婚
内
子
は
父
の
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権
力
の
下
で
保
護
さ
れ
る
一
方
、
婚
外
子
は
母
の
「
権
力
」
の
下
で
保
護
さ
れ
た
。
ま
た
、
母
が
遺
言
な
し
（ab intestato

）
に
死

ん
だ
場
合
に
は
、
婚
外
子
は
母
の
遺
産
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
遺
言
相
続
の
場
合
に
も
、
婚
外
子
に
対
す
る
権
利
の
制
限
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
母
に
婚
内
子
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
二
分
の
一
し
か
相
続
で
き
な
い
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
。
姦
生
子
及
び
乱
倫

子
に
は
権
利
の
制
限
が
あ
り
、
遺
言
に
よ
っ
て
生
活
保
障
に
必
要
な
分
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
【
ロ
ー
マ
法
の
継
受
】
ロ
ー
マ
法
が
ド
イ
ツ
法
に
継
受
さ
れ
て
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
て
冷
遇
さ
れ
て
き
た
婚
外
子
の

地
位
は
や
や
改
善
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
父
と
の
関
係
で
は
、
引
き
続
き
父
に
対
し
て
他
人
と
み
な
さ
れ
、
つ
ま
り
父
の
家
に
収
容
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
扶
養
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
母
と
の
関
係
で
は
、
婚
内
子
と
同
一
の
法
的
地
位
を
維
持
し
た
。

そ
の
理
由
は
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
婚
内
子
と
婚
外
子
（
内
縁
子
）
と
の
間
で
は
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
母

と
の
関
係
で
はK

ein K
ind ist seiner M

utter K
ebskind

と
い
う
原
則
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
続
け
た
。

　
【
準
正
】
準
正
制
度
に
関
し
て
は
、Rudolf H

uebner

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ゲ
ル
マ
ン
古
法
に
お
い
て
婚
外
子
は
劣
悪
な
法
的
地

位
に
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
準
正
制
度
の
必
要
性
が
生
じ
な
か
っ
た
。
中
世
に
入
っ
て
婚
外
子
の
法
的
地
位
が
悪
化

す
る
に
至
っ
た
時
に
、
初
め
て
婚
外
子
の
法
的
地
位
の
改
善
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
、
皇
帝
の
裁
可
に
よ
る
準
正
が
制
定
さ
れ
、
そ
の

後
、
中
世
終
期
に
は
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
が
導
入
さ
れ
た
。

　
【
近
代
法
】
婚
外
子
と
（
自
然
の
）
父
と
の
親
子
関
係
は
当
然
に
生
じ
な
い
と
す
る
従
来
の
考
え
方
は
近
代
法
ま
で
維
持
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
考
え
方
は
一
八
九
六
年
の
ド
イ
ツ
民
法
典
一
五
八
九
条
二
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
つ
の
例
外
が
あ
り
、
そ
れ

は
婚
外
子
と
（
自
然
の
）
父
と
の
関
係
が
婚
姻
障
害
の
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
三
一
〇
条
三
項
）。
ま
た
ド

イ
ツ
民
法
典
は
従
来
ど
お
り
、
父
に
対
す
る
扶
養
請
求
権
を
認
め
た
。
一
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
自
然
父
子
関

係
の
捜
索
を
完
全
に
禁
止
し
、
結
果
と
し
て
自
然
の
父
に
対
す
る
扶
養
の
請
求
は
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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婚
外
子
と
母
と
の
親
子
関
係
は
従
来
ど
お
り
、
当
然
に
生
じ
る
と
し
、
婚
外
子
は
婚
内
子
と
同
一
の
法
的
地
位
を
取
得
で
き
た
（
一

七
〇
五
条
）。
つ
ま
り
、
一
八
九
六
年
ド
イ
ツ
民
法
典
一
七
〇
五
条
は
明
ら
か
にK

ein K
ind ist seiner M

utter K
ebskind

と
い
う

ド
イ
ツ
の
伝
統
的
原
則
を
採
用
し
て
い
た
。
母
は
子
の
世
話
を
す
る
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
の
親
権
を
有

せ
ず
、
法
定
代
理
人
と
し
て
代
理
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
一
七
〇
七
条
）。
一
方
、
子
の
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ

る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
（
一
七
七
八
条
）。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
法
で
は
、
婚
外
子
は
父
に
対
し
て
は
他
人
と
み
な
さ
れ
、
扶
養
を
受
け
る

権
利
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
母
に
対
し
て
は
母
子
関
係
が
認
め
ら
れ
、
婚
内
子
と
同
一
の
法
的
地
位
を
保
っ
て
い
た
。

四 

英
米
法

　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
嫡
出
子
に
つ
い
て
はm

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
、
母
子
関
係
は
分
娩
に
よ
っ
て
発

生
し
た
が
、
婚
外
子
に
つ
い
て
は
「
誰
の
子
で
も
な
い
子
」
と
い
う
基
本
的
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
見m

ater sem
per certa 

est

ル
ー
ル
へ
の
制
限
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
婚
外
子
は
「
誰
の
子
で
も
な
い
子
」
と
い
う
考
え
方
は
、

婚
外
子
と
母
と
の
間
に
母
子
関
係
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
【
婚
内
子
：
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ル
ー
ル
】
ロ
ー
マ
法
の
「
父
は
婚
姻
が
示
す
者
な
り
（pater is est quem

 nuptiae dem
on-

strant

）」
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
も
継
受
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
法
律
上
の
婚
姻
（law

ful w
edlock

）
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
嫡
出
子
と

な
り
、
そ
の
子
を
妊
娠
・
出
産
し
た
女
性
が
母
と
さ
れ
、
そ
の
女
性
の
夫
が
父
と
さ
れ
た
。W

illiam
 Blackstone

に
よ
れ
ば
、
嫡
出

の
推
定
（praesum

itur pro legitim
atione

）
は
一
般
原
則
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
そ
の
原
則
の
例
外
が
め
っ

た
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。Edw

ard Coke

は
、
夫
が
イ
ギ
リ
ス
国
内
（w

ithin the four seas

）
に
い
た
場
合
は
、
夫
が
生
殖
不
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能
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
嫡
出
推
定
を
否
定
す
る
い
か
な
る
証
拠
が
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

婚
姻
中
に
生
ま
れ
た
子
の
嫡
出
性
を
否
定
す
る
た
め
に
は
二
つ
の
方
法
し
か
な
く
、
一
つ
は
夫
が
国
外
に
い
た
こ
と
（
国
内
不
在
）、

も
う
一
つ
は
夫
が
完
全
に
生
殖
す
る
能
力
は
な
い
こ
と
（
生
殖
不
能
）
を
証
明
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
大
陸
法
と
同
様
に
、
嫡
出
の
推
定
は
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
か
つ
否
定
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
嫡
出
推
定
の
反
証
を
許
さ
な
い
態
度
が
柔
軟
と
な
っ
て
き
て
、
夫
が
国
内
に
い
て
も
、
あ

る
い
は
生
殖
不
能
で
な
く
て
も
、
妻
と
の
無
交
接
の
証
拠
（non-access evidence

）
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
嫡
出
推
定
が
覆
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
一
七
三
二
年
のPendrell v. Pendrell

判
決
は
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。Pendrell

判
決

で
は
、
夫
と
妻
は
数
カ
月
間
同
居
し
た
が
、
そ
の
後
別
居
し
、
妻
は
ロ
ン
ド
ン
に
残
り
、
夫
は
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
へ
引
っ
越
し

た
。
三
年
後
、
子
が
生
ま
れ
た
。
裁
判
所
は
、being w

ithin the four seas = legitim
ate

と
い
う
従
来
の
考
え
方
を
使
わ
な
い
こ

と
に
し
、
夫
が
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
と
の
無
交
接
が
証
明
で
き
れ
ば
、
嫡
出
推
定
が
覆
り
、
子
は
婚
外
子
（bas-

tard

）
に
な
る
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
一
七
七
七
年
に
王
座
裁
判
所
（Court of K

ing

’s Bench

）
よ
り
下
さ
れ
たGoodright v. M

oss

判
決
は
、

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ル
ー
ル
（Lord M

ansfield

’s rule
）
の
起
源
と
な
っ
た
。
本
判
決
は
、
婚
姻
後
は
配
偶
者
の
い
ず
れ
も
、
嫡

出
子
を
婚
外
子
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
性
関
係
の
不
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ

れ
ば
、
“As to the tim

e of the birth, the father and m
other are the m

ost proper w
itnesses to prove it. But it is a 

rule, founded in decency, m
orality, and policy, that they shall not be perm

itted to say after m
arriage, that they 

have had no connection, and therefore that the offspring is spurious; m
ore especially the m

other, w
ho is the of-

fending party.

”つ
ま
り
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ル
ー
ル
は
、
性
交
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
性
交
不
能
で
あ
る
こ
と
の
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証
明
に
対
す
る
制
限
を
設
け
た
証
拠
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
ル
ー
ル
は
、
嫡
出
子
が
婚
外
子
と
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た

夫
婦
の
不
道
徳
な
行
為
を
暴
露
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
一
九
世
紀
初
頭
のBanbury Peerage

ケ
ー
ス
に
よ
り
、
そ
の
ル
ー
ル
の
厳
格
さ
は
緩
和
さ
れ
た
。
一
八
一
一
年
に
人
民

間
訴
訟
裁
判
所
（Court of Com

m
on Pleas

）
は
貴
族
院
（H

ouse of Lords

）
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、Banbury Peerage

ケ
ー
ス
に
お
け
る
嫡
出
性
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。
人
民
間
訴
訟
裁
判
所
の
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
“(...) the fact of 

the birth of a Child from
 a W

om
an united to a M

an by law
ful w

edlock, is, generally, by the law
 of England, prim

a 

facie evidence that such Child is legitim
ate. (...) such prim

a facie evidence of Legitim
acy m

ay alw
ays be law

fully 

rebutted by satisfactory evidence that such access did not take place betw
een the H

usband and the W
ife, as, by 

the law
s of nature, is necessary in order for the M

an to be, in fact, the Father of the Child. (...).

”す
な
わ
ち
、
夫
が
何

ら
か
の
証
拠
や
方
法
を
用
い
て
妻
と
の
無
交
接
を
証
明
で
き
れ
ば
、
嫡
出
推
定
を
覆
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
【
婚
外
子
：
誰
の
子
で
も
な
い
子
（A

 bastard is filius nullius

）】
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
懐
胎
時
を
問
わ
ず
、
法
律

上
の
婚
姻
関
係
（law

ful w
edlock

）
に
あ
る
男
女
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
嫡
出
子
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
婚
姻
前
に
生
ま
れ
た
場
合
、

そ
の
子
は
常
に
婚
外
子
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
出
生
後
に
父
母
が
婚
姻
し
て
も
子
の
地
位
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
コ

モ
ン
・
ロ
ー
と
大
陸
法
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
陸
法
で
は
、
子
の
出
生
後
に
父
母
が
婚
姻
す
れ
ば
、
婚
外
子
は
嫡

出
子
の
地
位
を
取
得
で
き
た
か
ら
で
あ
る
（
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
）。Jam

es K
ent

に
よ
る
と
、
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
は
フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
取
っ
た
の
は
ヘ
ン
リ
ー
三
世
（H

enry III

）
の
統
治
下
、
マ
ー
ト
ン
法
（Statute of 

M
erton

）
が
制
定
さ
れ
た
一
二
三
六
年
の
と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
貴
族
は
、
大
陸
法
及
び
カ
ノ
ン
法
に
は
存
在
し
て
い
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た
婚
外
子
出
生
後
の
父
母
の
婚
姻
に
よ
る
準
正
制
度
を
、
イ
ギ
リ
ス
法
へ
導
入
す
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
父

母
の
婚
姻
に
よ
り
婚
外
子
に
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
は
二
〇
世
紀
のLegitim

acy A
ct 1926

で
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、Legitim

acy A
ct 1959

及
びLegitim

acy A
ct 1976

に
よ
り
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
婚
外
子
は
劣
悪
な
法
的
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
基
本
的
考
え
方
に
は
、
婚
外

子
が
誰
の
子
で
も
な
い
子 

（nullius filius

）（son of nobody

）
で
あ
る
と
い
う
法
理
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
婚
外
子
は
父
側
の
み

な
ら
ず
、
母
側
に
関
し
て
も
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
父
母
が
婚
外
子
に
相
続
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。Blackstone

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
“(...) he cannot be heir to any one, neither can he have heirs, but of his ow

n body; for, being 

nullius filius, he is therefore of kin to nobody, and has no ancestor from
 w

hom
 any ʻinheritable blood

’ can be de-

rived (...)

” 。

　

一
五
世
紀
にT

hom
as Littleton

は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
法
を
編
纂
し
、
そ
れ
をT

he T
enures

と
名
付
け
た
。
そ
のT

enures 

の

187

§
に
よ
れ
ば
、
古
法
で
は
①
隷
農
の
夫
と
自
由
の
妻
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
隷
農
と
な
り
、
②
自
由
の
夫
と
隷
農
の
妻
か
ら
生
ま
れ

た
子
は
自
由
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
嫡
出
子
は
父
の
地
位
に
従
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
法
の
「
子
の
帰
属
は
母
に
従
う
」

（partus sequitur ventrem

）
と
い
う
考
え
方
を
採
用
し
た
大
陸
法
で
は
、
子
は
母
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ
モ

ン
・
ロ
ー
と
異
な
り
、
大
陸
法
で
は
前
者
の
子
は
自
由
と
な
り
、
後
者
の
子
は
非
自
由
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

婚
外
子
に
関
し
て
は
、T

enures 

の188

§
に
よ
り
、
婚
外
子
が
誰
の
子
で
も
な
い
子
で
あ
る
の
で
、
相
続
権
は
な
く
隷
農
（
土
地

保
有
者
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
そ
の
考
え
方
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
七
世
紀
にEdw

ard 

Coke

のInstitutes of the Law
s of England

と
い
う
著
作
が
出
版
さ
れ
、
そ
のInstitutes

の
第
一
巻
で
はLittleton

のT
en-

ures

へ
の
注
釈
と
い
う
形
が
取
ら
れ
て
お
り
、Coke on Littleton

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。Coke

は
、
女
性
の
隷
農
か
ら
生
ま
れ
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た
婚
外
子
が
隷
農
と
な
ら
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
婚
外
子
はnullius filius

で
あ
り
、
母
か
ら
相
続
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い

う
。
同
様
に
そ
の
婚
外
子
の
出
生
後
に
、
父
で
あ
る
男
性
隷
農
が
母
と
婚
姻
し
て
も
、
婚
外
子
は
隷
農
と
な
ら
な
い
と
い
う
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
準
正
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

大
陸
法
は
そ
れ
と
異
な
る
方
向
に
向
か
っ
た
。
大
陸
法
で
は
父
と
母
が
婚
姻
し
た
場
合
に
は
準
正
が
生
じ
、
嫡
出
子
と
し
て
の
身
分

を
取
得
し
た
子
は
父
の
相
続
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
父
と
母
が
婚
姻
し
な
い
場
合
に
も
婚
外
子
は
母
の
す
べ
て
の
財
産
を
相
続
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
理
由
は
「
母
は
常
に
確
定
し
て
い
る
」
と
い
う
考
え
方
を
採
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
大
陸
法
と
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
差
異
に
つ
い
てBlackstone

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
“But our law

, in favour of m
arriage, is m

uch less indulgent 

to bastards.

”

　

婚
外
子
は
誰
の
子
で
も
な
い
子
と
い
う
考
え
方
の
も
う
一
つ
の
結
果
と
し
て
は
、
嫡
出
子
は
父
の
教
区
（
定
住
地
）
で
定
住
権
を
得

た
が
、
婚
外
子
は
そ
の
出
生
教
区
で
定
住
権
を
得
た
。
な
ぜ
な
ら
、
婚
外
子
に
は
父
が
い
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
婚
外
子
は
誰
の
子
で
も
な
い
子
と
い
う
考
え
方
が
相
続
の
場
合
だ
け
に
採

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
婚
外
子
が
誰
の
子
で
も
な
い
子
と
い
う
の
は
法
律
上
の
母
子
関
係
が
完
全
に
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
婚
外
子
は
相
続
血
縁
（inheritable blood

）
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
初
期
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
婚
外
子
に
は
父
も
母
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
七
世
紀
末
のH

ains v. Jeffell

判
決
で
あ
る
。

　

H
ains v. Jeffell

判
決
は
一
六
九
六
年
に
下
さ
れ
、
あ
る
男
性
と
そ
の
男
性
の
姉
妹
の
婚
外
子
（
お
じ
と
姪
）
と
の
間
の
婚
姻
が
有

効
か
無
効
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
判
断
し
た
。
婚
外
子
は
誰
の
子
で
も
な
い
子
で
あ
る
か
ら
、
婚
外
子
は
誰
と
も
姻
族
関
係
又
は
血

族
関
係
が
な
く
、
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
「
お
じ
と
姪
」
の
婚
姻
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
裁
判
所
は
認
め
な
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か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
婚
姻
に
関
し
て
は
婚
内
子
と
婚
外
子
を
区
別
し
な
か
っ
た
し
、
婚
外
子
に
は
一
定
の
権
利
が
制
限

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
親
と
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と
は
限
ら
な
い
と
述
べ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
親
は
自
ら
の

婚
外
子
と
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
当
然
許
さ
れ
な
い
と
し
た
。

　

以
上
よ
り
、
一
七
世
紀
末
に
既
に
、
婚
外
子
は
「
誰
の
子
で
も
な
い
子
」
と
い
う
考
え
方
が
相
続
の
場
合
だ
け
に
採
用
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
親
と
自
ら
の
婚
外
子
、
あ
る
い
は
兄
弟
と
姉
妹
の
婚
姻
が
可
能
に
な
り
、
そ

れ
は
、
前
述
の
判
決
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
当
然
な
が
ら
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。Blackstone

に
よ
れ
ば
、
“yet the ties of na-

ture, of w
hich m

aintenance is one, are not so easily dissolved: and they hold indeed as to m
any other intentions; 

as, particularly, that a m
an shall not m

arry his bastard sister or daughter.

”

　

し
た
が
っ
て
、
婚
外
子
は
誰
の
子
で
も
な
い
子
と
さ
れ
て
も
、
自
然
的
血
縁
関
係
は
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
母
又
は
表
見
上
の

父
（reputed father

）
は
婚
外
子
に
対
し
て
扶
養
の
義
務
を
負
っ
た
。Blackstone

に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
扶
養
義
務
制
度
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
婚
外
子
を
出
産
し
た
女
性
が
そ
の
妊
娠
を
さ
せ
た
男
性
を
治
安
判
事
に
指
名
し
た
場
合
、
治
安
判
事
は
逮
捕
命

令
を
出
す
。
表
見
上
の
父
は
扶
養
義
務
を
履
行
し
て
い
く
こ
と
、
あ
る
い
は
事
実
を
争
っ
て
い
く
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
保
釈

さ
れ
る
。
ま
た
、
親
が
子
の
養
育
を
放
棄
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
婚
外
子
に
金
銭
的
な
救
済
を
与
え
る
よ
う
母
ま
た
は
表
見
上
の
父
に

命
令
を
下
す
こ
と
が
で
き
た
。
も
し
母
あ
る
い
は
表
見
上
の
父
が
教
区
か
ら
逃
げ
た
場
合
、
裁
判
官
は
婚
外
子
の
養
育
の
た
め
に
そ
れ

ぞ
れ
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

法
律
上
の
母
と
婚
外
子
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
う
一
つ
の
判
決
は
、
一
八
世
紀
のT

he K
ing v. T

he 

Inhabitants of H
odnett

判
決
（
一
七
八
六
）
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
婚
姻
の
当
事
者
が
二
一
歳
未
満
の
と
き
は
父
、
後
見
人
又

は
母
の
同
意
を
必
要
と
し
た
一
七
五
三
年
の
婚
姻
法
（M

arriage A
ct 1753,

い
わ
ゆ
るLord H

ardw
icke

’s M
arriage A

ct

）
に
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関
す
る
も
の
で
あ
る
。
争
点
は
、
婚
外
子
の
場
合
に
そ
の
同
意
が
必
要
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
二
人
と
も
婚
外
子
で
あ
り
、
二
一
歳
未
満
で
あ
っ
た
男
女
が
同
意
を
得
ず
に
婚
姻
し
た
。
夫
の
表
見
上
の
父
及

び
母
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
妻
の
表
見
上
の
父
も
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
母
は
生
き
て
い
た
。
ま
た
、
夫
に
も
妻
に
も
後
見

人
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
婚
外
子
に
対
し
て
同
意
と
い
う
法
律
上
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
求
め
な
い
理
由

は
な
い
と
し
、
そ
の
婚
姻
を
無
効
と
し
た
。M

ansfield

裁
判
長
は
婚
姻
法
に
よ
る
同
意
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
“The 

m
eaning of the act is, that w

here there is the consent of a father or guardian law
fully appointed, or of a m

other, 

or guardian appointed by the Court of Chancery, the m
arriage shall be valid: but here there w

as no consent by 

any one; consequently, in m
y opinion, it is void by the m

arriage act. T
here is no reason to except illegitim

ate 

children, for they are w
ithin the m

ischiefs intended to be rem
edied by the act.

”同
様
に
、Buller

裁
判
官
は
そ
の
理
解

を
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。
“The act speaks of all persons, except under particular circum

stances. T
hen does this 

com
e w

ithin any of these exceptions? If it do not, it falls under the general regulations established by the act. Be-

sides, the rule that a bastard is nullius filius applies only to the case of inheritances; it w
as so considered by 

Lord Coke.

”

五 

フ
ラ
ン
ス
法

　

フ
ラ
ン
ス
古
法
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
と
同
様
に
、m

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
、
母
子
関
係
は
分
娩
に
よ
っ
て

成
立
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
の
起
草
者
もm

ater sem
per certa est

原
則
に
従
い
、
立
証
困
難
性
の

あ
る
父
子
関
係
の
捜
索
を
禁
止
し
た
が
、
常
に
確
定
し
て
い
る
母
子
関
係
の
捜
索
は
認
め
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
・
判
例
の
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一
部
は
、
婚
外
子
と
母
と
の
関
係
は
分
娩
の
事
実
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
母
の
認
知
が
な
い
限
り
、
母
子
関
係
は
発
生
し

な
い
と
解
す
る
に
至
り
、m

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
に
制
限
を
設
け
た
。

　
【
フ
ラ
ン
ス
古
法
】
フ
ラ
ン
法
（droit franc

）
は
、
父
母
の
婚
姻
よ
り
も
母
の
社
会
的
地
位
を
重
視
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
来
自

由
人
の
女
性
か
ら
生
ま
れ
た
婚
外
子
は
嫡
出
子
と
ほ
ぼ
同
じ
に
取
扱
わ
れ
、
父
の
家
に
収
容
さ
れ
、
相
続
権
も
あ
っ
た
。
一
方
、
奴
隷

あ
る
い
は
解
放
奴
隷
か
ら
生
ま
れ
た
婚
外
子
は
劣
位
な
社
会
的
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
（dom

esticité servile

）。

　

一
一
世
紀
・
一
二
世
紀
に
お
け
る
世
俗
法
で
は
、
婚
外
子
は
厳
し
く
取
扱
わ
れ
た
。
裁
判
官
の
よ
う
な
公
的
役
職
に
就
く
こ
と
が
で

き
ず
、
父
の
親
権
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
相
続
権
も
な
か
っ
た
（l

’incapacité de recevoir une succession

）。
し
か
し
、
母
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
慣
習
法
で
は
、
婚
外
子
は
母
か
ら
相
続
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
（nul n

’est bastard de par sa m
ère

）。
こ
れ
は
ゲ
ル
マ
ン
法
に
も
あ
っ
た
慣
習
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
い
か
な
る

子
も
そ
の
母
の
婚
外
子
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

相
続
権
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
婚
外
子
が
嫡
出
家
族
の
外
に
お
か
れ
（les batards sont hors de la fam

ille

）、
法
律
上
の
父

子
関
係
が
発
生
し
な
い
こ
と
の
帰
結
で
あ
っ
た
が
、
婚
姻
・
家
族
に
関
す
る
道
徳
観
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
相
続
権
の
な
い
こ
と
が

回
避
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
婚
外
子
に
財
産
を
与
え
る
こ
と
も
慣
習
で
禁
止
さ
れ
た
。

　

扶
養
義
務
に
関
し
て
は
、
教
会
は
子
の
親
に
対
す
る
扶
養
権
を
認
め
た
。
母
に
経
済
力
が
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
中
世
に
お

け
る
カ
ノ
ン
法
は
父
に
対
し
て
養
育
費
を
請
求
す
る
た
め
の
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
は
世
俗
法
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

婚
姻
の
尊
重
や
家
族
の
防
護
と
い
う
目
的
の
下
に
婚
外
子
は
冷
遇
さ
れ
て
い
た
が
、
ル
ソ
ー
や
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
責
任
の
な
い
子

が
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
非
人
道
で
あ
る
と
主
張
し
、
革
命
期
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
【
準
正
】
ロ
ー
マ
法
の
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
は
、
そ
の
制
度
を
道
徳
的
な
効
果
を
持
つ
制
度
と
考
え
た
カ
ノ
ン
法
に
よ
り
再
導
入
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さ
れ
た
。
一
一
七
二
年
に
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
ロ
ー
マ
法
よ
り
幅
広
い
効
果
を
認
め
、
必
ず
し
も
安
定
し
た
事
実
上
の
夫

婦
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
で
は
な
く
て
も
、
一
時
的
な
不
安
定
な
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
（
姦
生
子
及
び
乱
倫
子
を
除
く
）
も
父
母
の

婚
姻
に
よ
り
準
正
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

旧
制
度
（
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
）
末
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
に
好
意
的
で
な
い
目
を
向
け
る
傾
向

を
示
し
た
。
父
母
の
婚
姻
と
い
う
要
件
を
満
た
す
だ
け
で
は
不
十
分
と
さ
れ
、
準
正
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
形
式
的
に
親
子
関
係
を
認

知
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
当
初
、
そ
の
認
知
は
婚
姻
成
立
後
に
行
わ
れ
て
も
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
は

そ
れ
に
反
動
し
た
（
三
三
一
条
）。
つ
ま
り
、
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
は
、
婚
姻
前
、
又
は
婚
姻
成
立
日
に
婚
外
子
を
認
知
し
な
け
れ

ば
準
正
が
生
じ
な
い
も
の
と
し
た
。
婚
姻
成
立
後
に
行
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
認
知
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

　

こ
の
要
件
は
様
々
な
問
題
を
も
た
ら
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
準
正
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
婚
姻
の
事
実
を
も
っ
て
十
分
で
あ
る
と
考
え
、

婚
姻
前
に
認
知
手
続
を
行
わ
ず
に
婚
姻
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
の
法
律
（loi n. 72-3 du 3 jan-

vier 1972

）
は
民
法
典
が
定
め
た
要
件
を
廃
止
し
、
婚
姻
後
の
認
知
に
よ
り
準
正
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
婚
姻

の
成
立
日
以
降
、
カ
ッ
プ
ル
が
子
の
身
分
占
有
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
（
三
三
一
条
の
一
）。

　

こ
こ
で
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
な
ぜ
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
は
認
知
を
準
正
の
要
件
と
し
、
し
か
も
そ
の
認
知
を
婚
姻

の
成
立
日
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
民
法
典
編
纂
の
際
に
婚
姻
後
の
認
知
に
よ
り
準
正
を

生
じ
さ
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
意
見
が
割
れ
た
。
賛
成
意
見
は
、
婚
姻
後
の
認
知
に
反
対
す
る
理
由
は
二
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

と
指
摘
し
た
。
一
つ
は
相
続
法
回
避
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
道
徳
的
な
側
面
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
他
の
相
続
人
に
不
利
益
を

与
え
る
た
め
に
赤
の
他
人
を
認
知
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
が
な
い
と
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
合
法
的
に
そ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
方
法
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
養
子
縁
組
（
他
人
を
養
子
に
す
る
方
法
）
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
後
に
行

（
94
）

（
95
）

（
96
）

（
97
）



自然生殖における母子関係﻿

（阪大法学）66（3・4-329）　785 〔2016.11〕

わ
れ
た
認
知
は
、
婚
姻
の
成
立
日
に
行
わ
れ
た
認
知
よ
り
も
内
縁
関
係
を
有
利
に
す
る
こ
と
と
は
思
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
反
対
意
見
は
、
準
正
が
父
母
の
婚
姻
に
よ
り
自
動
的
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
。Bigot-Préam

eneu

に
よ
れ
ば
、

父
母
の
婚
姻
の
み
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
準
正
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
父
子
関
係
の
捜
索
を
認
め
る
制
度
に
存
在
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
が
定
め
た
よ
う
な
父
子
関
係
の
捜
索
を
認
め
な
い
制
度
な
ら
ば
、
認
知
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
つ
ま
り
、
婚
外
子
の
準
正
は
婚
姻
の
直
接
的
効
力
（
そ
れ
自
体
で
生
ず
る
効
力
）
で
は
な
く
、
法
律
の
決
定
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
事
由
に
よ
り
変
更
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
民
法
典
の
起
草
者
は
そ
の
よ
う
な
正
当
な

事
由
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、
配
偶
者
の
一
方
の
子
で
あ
る
の
に
、
婚
姻
に
よ
り
夫
婦
の
嫡
出
子
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
そ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
配
偶
者
に
脅
さ
れ
て
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
。
婚
姻
が
成
立
し
た
こ
と
だ
け
で
自
動
的
に
準
正
の

効
果
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
互
い
の
意
思
で
嫡
出
子
の
身
分
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
家
族
に
不
安
定
さ
を
も
た
ら

す
と
い
う
。

　

両
親
が
羞
恥
や
恐
れ
を
感
じ
た
こ
と
で
婚
外
子
を
婚
姻
前
あ
る
い
は
婚
姻
成
立
日
に
認
知
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
は
、
立
法
者
に
よ

り
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
婚
姻
前
に
は
父
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
正
当
な
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
と
し

て
も
、
そ
れ
は
婚
姻
時
に
無
く
な
る
は
ず
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
婚
姻
前
に
秘
密
証
書
（déclaration secrète

）
を
通
し
て
秘
密

に
し
た
ま
ま
で
認
知
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
つ
ま
り
夫
婦
は
公
証
人
に
依
頼
し
た
証
書
の
存
在
は
隠
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
た
め
、

羞
恥
や
恐
れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
婚
姻
後
の
認
知
に
よ
る
準
正
が
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、
最
終
の
手
段
と
し

て
養
子
縁
組
制
度
を
利
用
で
き
る
と
い
う
。

　
【
任
意
認
知
】
民
法
典
三
三
四
条
は
、
婚
外
子
の
認
知
が
出
生
証
書
あ
る
い
は
公
正
証
書
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
定
め

た
。
子
の
出
生
時
に
行
わ
な
い
場
合
は
、
出
生
前
で
も
、
あ
る
い
は
出
生
後
で
も
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
出
生
前
の
認
知
が
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認
め
ら
れ
た
の
は
、
例
え
ば
表
見
上
の
父
は
重
大
な
病
気
が
原
因
で
出
生
時
に
い
な
い
可
能
性
の
高
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

任
意
認
知
に
関
し
て
は
次
の
四
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
。
①
婚
姻
関
係
に
な
い
父
及
び
母
が
同
時
に
行
う
、
②
婚
姻
関
係

に
な
い
母
の
み
が
行
う
、
③
婚
姻
関
係
に
な
い
父
の
み
が
行
う
、
④
子
の
出
生
後
に
第
三
者
と
婚
姻
し
て
い
る
父
又
は
母
が
行
う
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
①
と
②
は
特
に
問
題
が
な
い
た
め
民
法
典
に
は
条
文
が
存
在
し
な
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
の
起
草
者
の
一

人
で
あ
るT

ronchet
は
母
子
関
係
が
証
明
で
き
る
も
の
（
“la m

aternité est un fait palpable et qu

’on peut prouver

”）
で
あ

る
と
述
べ
、
さ
ら
にLocré
は
、
民
法
典
が
父
子
関
係
の
捜
索
を
認
め
な
い
の
で
、
そ
の
母
の
み
の
認
知
は
誰
に
も
不
利
益
を
与
え

な
い
と
い
う
。
民
法
典
三
三
六
条
は
③
の
場
合
に
当
た
り
、
母
の
表
示
及
び
自
白
の
な
い
父
の
認
知
は
父
に
関
し
て
の
み
効
力
を
有
す

る
と
定
め
た
。
本
条
に
よ
り
認
知
が
個
別
的
行
為
で
あ
り
、
各
々
自
分
だ
け
で
認
知
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
民
法
典

の
起
草
当
時
の
草
案
で
は
、
そ
れ
と
異
な
る
条
文
が
あ
り
、
母
の
表
示
及
び
自
白
の
な
い
父
の
認
知
は
父
に
関
し
て
も
母
に
関
し
て
も

効
力
を
有
せ
ず
と
い
う
条
文
で
あ
っ
た
。
民
法
典
三
三
七
条
は
④
の
場
合
に
当
た
り
、
配
偶
者
の
一
方
が
婚
姻
以
前
に
こ
の
相
手
方
配

偶
者
以
外
の
者
と
の
間
に
生
ま
れ
た
婚
外
子
の
利
益
の
た
め
に
、
婚
姻
中
に
行
う
認
知
は
、
こ
の
相
手
方
配
偶
者
及
び
こ
の
婚
姻
に
よ

り
生
ま
れ
た
嫡
出
子
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め
た
。
た
だ
し
、
婚
姻
に
よ
り
生
ま
れ
た
嫡
出
子
が
存
在
せ
ざ
る
に
至
っ
た
と

き
は
こ
の
婚
姻
解
消
後
に
認
知
の
効
果
を
生
ず
る
と
定
め
た
。

　

民
法
典
三
三
五
条
は
、
姦
生
子
・
乱
倫
子
の
利
益
の
た
め
の
認
知
を
禁
止
し
た
。
姦
生
子
及
び
乱
倫
子
に
は
扶
養
権
の
み
が
認
め
ら

れ
た
（
七
六
二
条
）。
し
か
し
、
民
法
典
に
は
姦
生
子
・
乱
倫
子
の
父
又
は
母
の
捜
索
を
禁
ず
る
規
定
（
三
四
二
条
）
も
あ
っ
た
の
に
、

ど
の
よ
う
に
姦
生
子
・
乱
倫
子
は
扶
養
権
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
親
子
関
係
の
捜
索
の
訴
え

（
強
制
認
知
）
が
誕
生
し
た
理
由
は
、
ま
さ
に
、
婚
外
子
が
親
に
扶
養
を
請
求
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
両
親
に
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よ
る
任
意
認
知
を
許
さ
れ
ず
、
子
に
よ
る
捜
索
の
訴
え
（
強
制
認
知
）
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
姦
生
子
・
乱
倫
子
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
扶
養
権
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

Locré
は
、
姦
生
子
・
乱
倫
子
と
い
う
身
分
は
推
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
反
証
さ
れ
る
ま
で
は
す
べ
て
の

婚
外
子
が
自
然
子
で
あ
る
と
い
う
。Locré

は
次
の
例
を
挙
げ
る
。
あ
る
子
は
あ
る
女
性
の
子
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
母
の
捜
索
の
訴

え
（
三
四
一
条
）
を
起
こ
し
、
審
議
中
に
、
第
三
者
と
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
性
と
そ
の
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
姦
生
子
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
場
合
に
は
、
被
告
で
あ
る
女
性
は
七
六
二
条
に
基
づ
い
て
自
ら
に
対
す
る
扶
養
権
の
み
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
相
続
権

は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
例
は
、
姦
生
子
・
乱
倫
子
に
対
し
て
任
意
認
知
及
び
強
制
認
知
が
否
定
さ
れ
て
も
、

こ
う
し
た
方
法
で
扶
養
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
姦
生
子
・
乱
倫
子
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し

た
場
合
は
最
初
か
ら
そ
の
訴
訟
が
開
始
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
然
子
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
、
審
議
中
に
、
自
然
子
で
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
親
子
関
係
や
相
続
権
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
扶
養
権
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
【
強
制
認
知
】
ド
イ
ツ
法
は
父
に
婚
外
子
の
扶
養
義
務
を
課
し
た
た
め
、
そ
の
扶
養
請
求
権
の
意
味
で
は
ド
イ
ツ
法
は
父
の
捜
索
を

認
め
た
と
言
え
る
。
ド
イ
ツ
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
は
カ
ノ
ン
法
と
ロ
ー
マ
法
で
あ
り
、
前
者
は
子
に
扶
養
請
求
権
を
保

障
し
、
そ
の
訴
訟
を
導
入
し
た
が
、
後
者
は
父
（
家
長
）
の
自
由
意
思
を
重
視
し
、
扶
養
の
た
め
で
も
子
か
ら
何
も
請
求
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

　

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
法
で
は
、
あ
る
子
を
家
長
の
家
長
権
（patria potestas

）
に
服
さ
せ
る
た
め
に
三
つ
の
方
法

が
あ
り
、
一
つ
は
法
律
上
の
婚
姻
（justae nuptiae

）
に
よ
っ
て
出
生
し
た
こ
と
で
あ
り
、
他
の
二
つ
は
父
の
意
思
に
よ
る
方
法
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
権
者
養
子
縁
組
（adrogatio

）
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
古
典
期
後
に
現
れ
た
準
正
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

婚
外
子
に
は
、
父
に
強
制
的
に
認
知
さ
せ
て
家
長
権
に
服
さ
せ
ら
れ
る
方
法
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ロ
ー
マ
法
と
カ
ノ
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ン
法
と
の
違
い
は
、
カ
ノ
ン
法
は
宗
教
・
道
徳
の
影
響
の
下
に
、
父
に
扶
養
義
務
を
履
行
さ
せ
る
た
め
の
扶
養
請
求
訴
訟
を
婚
外
子
に

認
め
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
父
の
捜
索
の
訴
え
（
強
制
認
知
の
訴
え
）
は
、
婚
外
子
の
父
に
対
す
る
扶
養
義
務
に
直

接
的
に
関
連
し
て
い
る
。

　

こ
の
カ
ノ
ン
法
の
影
響
は
ド
イ
ツ
法
に
及
び
、
従
来
か
ら
婚
外
子
の
扶
養
請
求
権
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
父
の
捜
索
を
認

め
る
規
定
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
法
に
も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
も
存
在
し
た
。
ド
イ
ツ
民
法
典
で
は
、
父
子
間
の
法
的
親
子
関
係
が
否
定

さ
れ
、
父
子
は
法
律
上
の
関
係
に
は
な
か
っ
た
が
、
婚
外
子
に
は
扶
養
請
求
権
が
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
も
ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
、
扶
養
料
を
請
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
父
の
捜
索
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
も

そ
も
子
の
利
益
あ
る
い
は
母
の
利
益
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
教
区
（parish

）
の
財
政
負
担
軽
減
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
公
益
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
次
の
問
題
が
あ
っ
た
。
婚
外
子
は
両
親
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
貧
困
者
と
し
て
教
区
か
ら
救
済
を
得
た
の
で
、
そ
れ
は
教
区
の
財
政
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
救
貧

法
（Poor Law

 A
ct of 1576

）
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
法
は
、
表
見
上
の
父
に
扶
養
義
務
を
履
行
さ
せ
る
た
め
の
扶
養
請
求
手
続
を
定

め
た
。
こ
の
救
貧
法
に
よ
る
手
続
が
、
英
米
法
に
お
け
る
婚
外
子
扶
養
請
求
訴
訟
（paternity suit

）
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

一
八
三
四
年
の
新
救
貧
法
（N

ew
 Poor A

ct

）
が
制
定
さ
れ
、
制
度
が
改
善
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
法
は
、
ド
イ
ツ
法
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
。
民
法
典
三
四
〇
条
は
父
の
捜
索
を
禁
止
し
、
た
だ
誘
拐
の
場
合

を
の
み
例
外
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
の
ル
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
伝
統
的
な
ル
ー
ル
で
は
な
い
。
旧
制
度
の

法
（
革
命
ま
で
の
法
）
に
お
い
て
は
、
父
の
捜
索
は
自
由
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
婚
外
子
は
相
続
権
が
な
か
っ
た
の
で
、
父
の
捜
索
の

唯
一
の
目
的
は
扶
養
料
を
請
求
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。Locré

に
よ
る
と
、
民
法
典
の
起
草
の
際
に
起
草
委
員
会
は
、
父
の
捜
索
を
認

め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
古
法
の
制
度
と
、
父
の
捜
索
を
認
め
な
か
っ
た
中
間
法
（
革
命
期
の
法
）
の
制
度
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
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な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
古
法
に
お
け
る
婚
外
子
は
父
に
対
す
る
相
続
権
が
な
か
っ
た
が
、
父
子
関
係
の
捜
索
に
関
し
て
は
大
き
な
障
壁
も
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
母
が
裁
判
官
の
前
で
宣
誓
（serm

ent

）
を
行
い
、
特
定
の
男
性
を
子
の
父
と
し
て
指
名
し
た
場
合
、
そ
の
男
性
に
対

し
て
子
の
養
育
費
を
支
払
う
命
令
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、creditur virgini

（
懐
胎
せ
る
処
女
は
信
ぜ
ら
る
）（a young w

om
-

an giving birth had to be believed

）
と
い
う
考
え
方
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
ア
ン
リ
二
世
（H

enri II

）
治
下
の
一
五
五
六
年
の

王
令
で
は
、
妊
娠
し
た
女
性
は
裁
判
官
の
前
で
妊
娠
の
申
告
（déclaration de grossesse

）
を
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の
際
に
裁
判

官
は
父
の
身
元
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
手
続
は
、
ア
ン
リ
三
世
（H

enri III

）
治
下
の
一
五
八
六
年
の
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
、
及
び
ル
イ
一
四
世
（Louis X

IV

）
治
下
の
一
七
〇
八
年
の
声
明
で
再
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
手
続
は
、
公
の
場
で
恥
を
か
く
こ
と

に
よ
っ
て
非
婚
関
係
を
妨
げ
、
嬰
児
殺
し
の
数
・
捨
て
子
の
数
・
婚
外
子
の
数
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

革
命
期
の
一
七
九
三
年
に
は
状
況
が
変
わ
っ
た
。
古
法
に
お
け
る
父
の
捜
索
の
簡
易
な
手
続
は
、
権
利
の
濫
用
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な

ど
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
、
共
和
暦
二
年
霧
月
一
二
日
の
デ
ク
レ
（décret du 12 brum

aire an II

）
に
よ
り
父
子
関
係
の
立
証

方
法
は
制
限
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
民
法
典
の
起
草
委
員
会
は
、
次
の
二
点
を
理
由
に
、
父
の
捜
索
を
認
め
な
か
っ
た
中
間
法
の
制
度
を

維
持
す
る
こ
と
を
決
め
た
（
民
法
典
三
四
〇
条
）。
す
な
わ
ち
、
①
父
は
常
に
不
確
定
で
あ
る
か
ら
、
②creditur virgini

と
い
う
考

え
方
の
適
用
は
権
利
の
濫
用
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
を
も
た
ら
す
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

母
性
と
異
な
り
、
父
性
は
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
く
直
接
の
証
明
が
不
可
能
に
近
い
こ
と
か
ら
、
強
制
認
知
は
男
性
に
不
利
益
を
被

ら
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
不
心
得
者
の
女
性
は
古
法
の
制
度
を
用
い
て
男
性
の
名
誉
を
簡
単
に
傷
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
は
家
族
の
安
寧
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
民
法
典
の
起
草
者
の
見
解
で
あ
っ
た
。
実
際
に
肉
体
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
必
要
が
な
く
、
単
に
親
交
の
証
明
だ
け
で
十
分
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
濫
用
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
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こ
の
よ
う
な
道
徳
的
理
由
に
よ
り
、
民
法
典
の
起
草
者
は
、
父
の
意
思
に
反
す
る
父
子
関
係
は
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
。

つ
ま
り
、
強
制
認
知
（
父
の
捜
索
）
を
禁
止
し
、
任
意
認
知
の
み
認
め
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
父
の
捜
索
の
禁
止
は
批
判
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
父
性
は
常
に
不
確
定
で
あ
る
と
し
て
も
、

懐
胎
時
に
分
娩
者
と
同
棲
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
強
い
推
定
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
を
恐
れ
て
（crainte des scandales

）
と
い
う
こ
と
は
父
の
捜
索
を
禁
じ
る
理
由
と
し
て
は
弱
く
、
道
徳
的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、

不
貞
に
よ
る
離
婚
の
訴
え
や
父
子
関
係
の
否
認
の
訴
え
な
ど
の
方
が
悪
評
が
高
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
が
父
子
関
係
の
捜
索
を
認
め
た
の
は
民
法
典
制
定
か
ら
一
〇
八
年
後
の
一
九
一
二
年
（loi du 16 novem

bre 1912

）
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
中
期
か
ら
、
裁
判
所
は
民
法
典
三
四
〇
条
の
解
釈
を
よ
り
緩
や
か
に
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
判
例

の
傾
向
は
、
ど
の
範
囲
ま
で
例
外
を
拡
張
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一
九
一
二
年
の
改
正
立
法
作
業
に
影
響
を
与
え
た
。

一
九
一
二
年
の
法
律
は
父
の
捜
索
の
禁
止
を
少
し
緩
和
し
た
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
限
定
的
に
父
の
捜
索
を
許
し
た
。
例
え
ば
、
公
知

の
内
縁
関
係
（concubinage notoire

）
や
父
た
る
こ
と
の
書
類
に
よ
る
明
瞭
な
自
白
の
存
在
（aveu écrit non équivoque de 

paternité

）、
誘
惑
（séduction

）
の
場
合
な
ど
、
法
律
が
定
め
た
場
合
に
限
り
、
父
の
捜
索
が
認
め
ら
れ
た
。

　
【
母
子
関
係
の
捜
索
】
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
は
父
の
捜
索
を
禁
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
四
一
条
に
お
い
て
母
の
捜
索
を
認

め
た
。
そ
の
父
子
関
係
と
母
子
関
係
の
扱
い
の
差
異
は
、
民
法
典
の
起
草
者
がm

ater sem
per certa est

原
則
を
重
視
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
時
、
父
の
捜
索
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
、
父
性
は
常
に
不
確
定
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
父
子
関
係
の
立
証
困
難
性
、
そ
し
て
裁
判
所

の
恣
意
的
判
断
は
父
の
名
誉
を
毀
損
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
常
に
確
定
し
て
い
る
母
性
の
場
合
は
そ

の
よ
う
な
恐
れ
は
な
か
っ
た
。
民
法
典
草
案
を
め
ぐ
る
議
論
に
際
し
てBigot-Préam

eneu

は
そ
の
考
え
を
明
確
に
示
し
た
。
“La 
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règle exclusive de la recherche de la paternité ne s

’applique point à la m
ère. Il ne s

’agit point à son égard de pé-

nétrer les m
ystères de la nature: son accouchem

ent et l

’identité de l

’enfant sont des faits positives et qui peuvent 

être constatés.

”す
な
わ
ち
、
分
娩
と
い
う
事
実
、
及
び
分
娩
し
た
子
の
同
一
性
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
母
子
関
係
を
立
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
起
草
者
に
認
識
さ
れ
た
。

　
【
母
の
認
知
の
必
要
性
】Philippe M

alaurie

とH
ugues Fulchiron

の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
婚

姻
関
係
に
な
い
母
は
常
に
母
子
関
係
が
確
定
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

一
八
〇
四
年
の
民
法
典
に
お
け
る
嫡
出
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
身
分
登
録
簿
に
登
簿
さ
れ
た
出
生
証
書
（les actes de nais-

sance

）
に
よ
っ
て
立
証
す
る
（
三
一
九
条
）
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
然
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
証
に
関
す
る
条

文
は
な
か
っ
た
。
当
初
の
判
例
で
は
、
母
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た
出
生
証
書
は
婚
外
子
の
母
子
関
係
を
立
証
す
る
に
足
り
る
も
の
と
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
破
毀
院
は
次
の
二
点
を
理
由
に
、
そ
の
解
釈
を
変
更
す
る
に
至
っ
た
。
ま
ず
、
一
八
〇
四
年
の
民
法
典
は
嫡
出

親
子
関
係
に
対
し
て
定
め
た
ル
ー
ル
（
出
生
証
書
に
よ
る
立
証
）
を
、
自
然
親
子
関
係
に
対
し
て
は
定
め
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
明
確
な
条
文
が
な
い
た
め
、
出
生
証
書
で
は
婚
外
子
の
母
子
関
係
を
立
証
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

一
八
〇
四
年
の
民
法
典
に
お
け
る
婚
外
子
の
母
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
母
に
よ
る
任
意
認
知
及
び
子
に
よ
る
母
の
捜
索
の
訴
え
（
強
制

認
知
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
破
毀
院
の
文
字
通
り
の
解
釈
は
広
く
批
判
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く

の
独
身
女
性
は
母
子
関
係
の
成
立
の
た
め
に
子
を
認
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
知
ら
ず
、
自
ら
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た
出
生
証
書
は
十
分

に
母
子
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
、
子
は
、
母
が
死
ん
だ
と
き
に
初
め
て
母
と
の
関
係
が
法
律
上
の
親
子
関
係
で
は
な

く
て
単
な
る
の
他
人
関
係
で
あ
り
、
相
続
権
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
146
）

（
147
）

（
148
）

（
149
）

（
150
）
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六 

お
わ
り
に

　

本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
自
然
生
殖
に
お
け
る
母
子
関
係
が
分
娩
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
は
従
来
、
嫡
出
子
・
婚
外

子
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

ロ
ー
マ
法
で
は
、
父
に
対
し
て
嫡
出
子
と
婚
外
子
は
異
な
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
嫡
出
子
は
他
権
者
で
あ
り
、
父
母
の

家
父
長
の
権
力
に
服
し
た
が
、
婚
外
子
は
他
人
の
権
力
に
服
し
て
お
ら
ず
、
自
権
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
母
に
対
し
て
は
嫡
出
子
と

婚
外
子
と
で
異
な
る
扱
い
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、m

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
を
基
礎
に
母
子
関
係
が
成
立
し
た
。
ゲ
ル
マ
ン

法
に
お
い
て
も
、
母
子
関
係
は
分
娩
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
ゲ
ル
マ
ン
法
は
ロ
ー
マ
法
の
考
え
方
に
従
い
、「
い
か
な
る
子
も
そ
の
母

の
婚
外
子
で
は
な
い
」
と
い
う
原
則
を
採
用
し
、
母
に
対
し
て
は
、
婚
内
子
と
婚
外
子
と
い
う
区
別
が
な
く
、
す
べ
て
の
子
は
同
一
で

あ
る
と
さ
れ
た
。

　

一
方
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
基
本
的
な
法
理
で
は
、
婚
外
子
に
つ
い
てm

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
が
否
定
さ
れ
、
婚
外
子

は
母
に
対
し
て
も
「
誰
の
子
で
も
な
い
子
」（filius nullius

）
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
制
限
は
相
続
能
力
だ
け
に
限
ら
れ
、
婚
外

子
と
母
と
の
間
に
法
的
母
子
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、m

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
が
伝
統
的
に
採
用
さ
れ
、
母
子
関
係
は
分
娩
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
ま
た
、

母
の
捜
索
を
認
め
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
も
、
同
様
にm

ater sem
per certa est 

ル
ー
ル
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
フ

ラ
ン
ス
の
一
九
世
紀
の
学
説
・
判
例
で
は
、
婚
外
子
の
母
子
関
係
に
つ
い
て
は
分
娩
の
事
実
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
母
の

認
知
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
、m

ater sem
per certa est

ル
ー
ル
に
制
限
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
学
説
・
判
例

の
議
論
状
況
と
そ
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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【
付
記
】
本
稿
は
博
士
論
文
「
母
子
関
係
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
」
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
法
で
は
、
妻
が
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
子
は
嫡
出
子
で
あ
っ
た
。
婚
姻
前
に
懐
胎
し
た
子
は
、
婚
姻
中
に
生
ま
れ
て
も
嫡
出
子
で
は
な

か
っ
た
。Fritz Schulz, Classical R

om
an Law

, O
xford U

niversity Press, 1954, pp. 142-43.

「
四　

英
米
法
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、

伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
特
徴
は
婚
姻
前
に
懐
胎
し
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
婚
姻
中
に
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
子
は
嫡
出
子
と
し
た
。T

hom
as 

M
ackenzie, Studies in R

om
an Law

 w
ith Com

parative V
iew

s of the Law
s of France, E

ngland, and Scotland, 5th ed., W
il-

liam
 Blackw

ood and Sons, 1880, p. 130.

学
説
彙
纂
（D

igesta

）
第
一
巻
第
五
章
第
二
四
法
文
を
参
照
。
春
木
一
郎
（
訳
）「
儒
帝
学
説
彙
纂
第
一
巻
邦
訳
（
二
）」
法
学
新
報
四
〇

巻
一
一
号
（
一
九
三
〇
）
一
六
六
四
頁
。

A
ndrew

 Borkow
ski, T

extbook on R
om

an Law
, Blackstone, 1994, p. 108.

ま
た
、
学
説
彙
纂
第
三
八
巻
第
八
章
第
二
及
び
四
法
文

を
参
照
。T

heodor M
om

m
sen, Paul K

rueger, A
lan W

atson (ed.), T
he D

igest of Justinian, V
ol. 3, U

niversity of Pennsylvania 
Press, 1985.

M
ax K

aser, R
om

isches Privatrecht, 6 ed. (trad. Rolf D
annenbring, Rom

an Private Law
, 2 ed., Butterw

orths, 1968, p. 
265); C. A

ccarias, Précis de D
roit R

om
ain, t. 1, Librairie Cotillon, 1886, p. 255. D

.25.3.5.4, (...) 

“So w
e force a m

other to sup-
port her illegitim

ate children and them
 to support her.

” (Id. (M
om

m
sen))

Ferdinand M
ackeldey, H

andbook of the R
om

an Law
, T

. &
 J. W

. Johnson &
 CO

. (M
oses A

. D
ropsie trans., 1883), pp. 

444-45.
Fritz Schulz

に
よ
る
と
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
、
婚
外
子
と
そ
の
母
の
関
係
は
婚
内
子
と
そ
の
母
の
関
係
と
比
べ
た
ら
、
大
き
な
違
い
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。Schulz, supra note 1, at 160. See also John George Phillim

ore, Private Law
 A

m
ong the R

om
ans From

 
the Pandects, M

acm
illan and Co., 1863, p. 64.

Jean-Philippe Lévy, A
ndré Castaldo, H

istoire du droit civil, 2e éd., D
alloz, 2010, p. 211.

Jane F. Gardner, Fam
ily and Fam

ilia in R
om

an Law
 and Life, O

xford U
niversity Press, 1998, pp. 255-56.

Lévy and Castaldo, supra note 7, at 211.

た
だ
し
、
古
典
期
に
お
い
て
は
女
性
自
権
者
（
女
性
で
あ
る
婚
外
子
）
の
養
子
縁
組
を
行
っ

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
婚
外
子
は
自
権
者
養
子
縁
組
（adrogatio

）
に
よ
っ
て
父
の
家
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

Schulz, supra note 1, at 144, 146-47.
Borkow

ski, supra note 3, at 109.
Gardner, supra note 8, at 258-59.
Lévy and Castaldo, supra note 7, at 211-12.
Joshua C. T

ate, Inheritance R
ights of N

onm
arital Children in Late R

om
an Law

, R
o

m
a

n L
ega

l T
ra

d
it

io
n, V

ol. 4, 2008, 
pp. 8-9, available at w

w
w

.rom
anlegaltradition.org/contents/2008/RLT

4-T
A

T
E.PD

F.
Lévy and Castaldo, supra note 7, at 212.
Schulz, supra note 1, at 143.
Lévy and Castaldo, supra note 7, at 224.
K

aser, supra note 4, at 266.
ま
た
、
船
田
享
二
『
ロ
ー
マ
法　

第
四
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
）
一
七
三
～
一
七
四
頁
、
原
田
慶
吉

『
ロ
ー
マ
法
』（
有
斐
閣
、
改
訂
、
一
九
八
五
）
二
九
一
～
二
九
二
頁
を
参
照
。

Id. (K
aser) at 266.

Borkow
ski, supra note 3, at 109.

Lévy and Castaldo, supra note 7, at 224. See also M
ackeldey, supra note 5, at 453.

M
ackenzie, supra note 1, at 130.

Rudolf H
uebner, A

 H
istory of G

erm
anic Private Law

 (Francis S. Philbrick trans.), Little, Brow
n and Co., 1918 (Roth-

m
an, Reprinted 1968), p. 671.

ま
た
、I. W

.

ケ
ラ
ー
マ
ン
（
鳥
光
美
緒
子
訳
）『
ド
イ
ツ
の
家
族　

古
代
ゲ
ル
マ
ン
か
ら
現
代
』（
勁
草
書
房
、

一
九
九
一
）
一
四
頁
以
下
を
参
照
。

Id. (H
uebner) at 671-72.

A
drien Roux, D

e la condition juridique des enfants naturels dans le Code civil allem
and, A

. Rousseau, 1902, p. 9.
Id.
Id. at 10.

婚
外
子
は
犯
罪
者
（those w

ho had com
m

itted theft or robbery
）
等
と
同
等
に
扱
わ
れ
、
法
律
上
の
保
護
外
に
お
か
れ

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
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）

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）

（
26
）
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て
い
た
。K

athy Stuart, D
efiled T

rades and Social O
utcasts - H

onor and R
itual Pollution in E

arly M
odern G

erm
any, Cam

-
bridge U

niversity Press, 2006, p. 23.

し
か
し
、A

drien Roux

に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
過
酷
な
扱
い
は
ド
イ
ツ
全
国
に
広
が
ら
ず
、
若

干
の
地
方
的
特
別
法
に
よ
り
父
に
対
す
る
婚
外
子
の
相
続
権
及
び
扶
養
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
。

久
保
正
幡
・
石
川
武
・
直
居
淳
訳
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
」（
創
文
社
、
一
九
七
七
）
八
二
～
八
三
頁
を
参
照
。
英
訳
に

関
し
て
は
、M

aria D
obozy trans., T

he Saxon M
irror: A

 Sachsenspiegel of the Fourteenth Century, U
niversity of Pennsylva-

nia Press, 1999, p. 80

を
参
照
。

久
保
・
前
掲
注
（
27
）
九
一
頁
。
英
訳
に
関
し
て
は
、D
obozy, supra note 27, at 82.

邦
訳
に
関
し
て
は
、
久
保
・
前
掲
注
（
27
）
九
五
～
九
六
頁
を
参
照
。
英
訳
に
関
し
て
は
、D

obozy, supra note 27, at 82-83

を
参
照
。

Johann Friedrich Eisenhart, G
rundsätze der deutschen R

echte in Sprüchw
örtern m

it A
nm

erkungen erläutert, Christian 
Friederich W

eygand, 1759, p. 147.
See also Sara Eigen Figal, H

eredity, R
ace, and the Birth of the M

odern, T
aylor &

 Francis e-Library, 2008, pp. 25-26.
Edm

und H
ead

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
“the law

 of England w
ent the w

hole length of regarding a bastard as ʻfilius nullius

’ 
w

ith reference to its m
other as w

ell as its father; contrary to the old Germ
an proverb that ʻno child is its m

otherʼs bas-
tard

’.” Edm
und H

ead, R
eport on the Law

 of Bastardy, w
ith a Supplem

entary R
eport on a Cheap Civil R

em
edy for Seduc-

tion, Printed by W
illiam

 Clow
es and Sons, 1840, p. 23.

Johannes V
an D

er Linden, Institutes of the Law
s of H

olland, J. &
 W

. T
. Clarke (J. H

enry trans., 1828), p. 93.
Id. at 165.
Id. at 130-31.
Roux, supra note 24, at 11-12.
Id. at 10-11.

一
方
、A

drien Roux

に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
制
定
ま
で
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
及
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
内
縁

子
（
自
然
子
）
と
姦
生
子
・
乱
倫
子
と
で
異
な
る
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
。
後
者
は
母
と
そ
の
家
族
に
扶
養
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
相
続
権
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。Id. at 11.

H
uebner, supra note 22, at 675. See also Stuart, supra note 26, at 233.

（
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（
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）

（
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）

（
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
家
族
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
真
緒
「「
近
代
家
族
的
母
─
子
関
係
」
の
歴
史
的
系
譜
─
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
家
族
変
動
を

中
心
と
し
て
」
立
命
館
産
業
社
会
論
集
三
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
）
七
七
頁
以
下
を
参
照
。

一
五
八
九
条
二
項
「
私
生
子
及
び
そ
の
父
は
こ
れ
を
血
族
と
看
做
さ
ず
。」
東
季
彦
訳
『
全
訳
独
逸
民
法
』（
有
斐
閣
、
第
四
版
、
一
九
四

〇
）
四
二
五
頁
を
参
照
。

一
三
一
〇
条
三
項
「
本
条
の
意
味
に
お
け
る
親
族
関
係
は
私
生
子
及
び
そ
の
卑
属
と
父
及
び
そ
の
血
族
と
の
間
に
も
成
立
す
。」
東
・
前
掲

注
（
40
）
三
四
八
頁
を
参
照
。

一
七
〇
八
条
「
私
生
子
の
父
は
子
が
満
一
六
年
に
達
す
る
ま
で
こ
れ
に
母
の
身
分
に
相
応
す
る
扶
養
を
為
す
義
務
を
負
う
。
扶
養
は
一
切
の

生
活
上
の
需
要
及
び
教
育
費
並
び
に
予
備
教
育
費
を
包
含
す
。」
東
・
前
掲
注
（
40
）
四
五
四
～
四
五
五
頁
を
参
照
。

H
uebner, supra note 22, at 673-74.

一
七
〇
五
条
「
私
生
子
は
母
及
び
そ
の
血
族
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
嫡
出
子
の
法
律
上
の
地
位
を
有
す
。」
東
・
前
掲
注
（
40
）
四
五
四

頁
を
参
照
。

M
ichel H

alew
yck, La R

echerche de la Paternité et la Condition des E
nfants N

aturels en A
llem

agne, rapport présenté 
au M

inistre de la Justice, Ferdinand Larcier ed., 1906, p. 75.

一
七
〇
七
条
「
母
は
私
生
子
に
対
し
て
親
権
を
有
せ
ず
。
母
は
子
の
心
身
を
監
護
す
る
権
利
を
有
し
義
務
を
負
う
も
子
を
代
理
す
る
権
利
を

有
せ
ず
。
子
の
後
見
人
は
母
が
監
護
権
を
有
せ
ざ
る
と
き
は
補
佐
人
の
法
律
上
の
地
位
を
有
す
。」
東
・
前
掲
注
（
40
）
四
五
四
頁
を
参
照
。

H
uebner, supra note 22, at 674. See also Roux, supra note 24, at 14-17.

一
七
七
八
条
三
項
「
夫
は
妻
の
た
め
第
一
七
七
六
条
に

よ
り
後
見
人
と
為
り
得
べ
き
者
に
先
ち
母
は
私
生
子
の
た
め
子
の
祖
父
に
先
ち
後
見
人
に
選
任
せ
ら
る
る
こ
と
を
得
。」
東
・
前
掲
注
（
40
）
四

七
一
頁
を
参
照
。

し
か
し
、W

illiam
 Blackstone

に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
原
則
が
制
限
さ
れ
、
子
が
嫡
出
子
と
な
る
た
め
に
は
婚
姻
が
出
生
に
先

行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。See W

illiam
 Blackstone, Com

m
entaries on the Law

s of E
ngland, V

ol. 1, Clarendon Press, 1765, p. 434 
(A

 Facsim
ile of the First Edition of 1765-1769, T

he U
niversity of Chicago Press, 1979).

後
述
す
る
よ
う
に
、
英
米
法
は
大
陸
法
と

異
な
り
、
出
生
後
の
結
婚
に
よ
る
準
正
（
事
後
結
婚
に
よ
る
準
正
）
を
認
め
な
か
っ
た
。

T
here is a presum

ption in favor of legitim
acy.

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
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）

（
43
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
47
）
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）
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Blackstone, supra note 48, at 445.

“We term
 them

 all by the nam
e of bastards that be borne out of law

ful m
arriage. By the com

m
on law

 if the husband 
be w

ithin the four seas, that is, w
ithin the jurisdiction of the king of England, if the w

ife hath issue, no proof is to be ad-
m

itted to prove the child a bastard, unless the husband hath an apparent im
possibility of procreation; as if the husband be 

but eight years old, or under the age of procreation, such issue is bastard, albeit he be borne w
ithin m

arriage. But if the 
issue be borne w

ithin a m
onth or a day after m

arriage, betw
een parties of full law

ful age, the child is legitim
ate.

” Co. Litt. 
244. a. Edw

ard Coke, T
he First Part of the Institutes of the Law

 of E
ngland, V

ol. 2, 16th ed., E. Brooke, W
. Clarke et al., 

1809. Blackstone
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。Blackstone, supra note 48, at 445.

Pendrell v. Pendrell (1732), H
ilary T

erm
 5 Geo. 2. 925 (Reports of A

djudged Cases in the Courts of Chancery, K
ing

’s 
Bench, Com

m
on Pleas and Exchequer, from

 T
rinity T

erm
 in the 2nd. year of K

ing George I to T
rinity T

erm
 in the 21st. 

year of K
ing George II, by John Strange, V

ol. II, 1755, p. 925).
Id.
Goodright ex dim

. Stevens v. M
oss et al., 2 Cow

p 591 (Reports of Cases A
djudged in the Court of K

ing

’s Bench, From
 

H
ilary T

erm
, the 14th of George III 1774, T

o T
rinity T

erm
, the 18th of George III 1778, H

enry Cow
per, 2nd ed., V

ol. II, 
1800, pp. 591-95).

Id. at 594.
H

arry D
. K

rause and D
avid D

. M
eyer, Fam

ily Law
 in a N

utshell, 5th ed., T
hom

son W
est, 2007, p. 121.

Ron Shaham
, T

he E
xpert W

itness in Islam
ic Courts: M

edicine and Crafts in the Service of Law
, T

he U
niversity of 

Chicago Press, 2010, p. 156.
Banbury Peerage

ケ
ー
ス
と
は
、
バ
ン
ベ
リ
ー
伯
（Earl of Banbury
）
の
子
孫
だ
と
い
わ
れ
るW

illiam
 K

nollys

が
そ
の
貴
族
の
称

号
を
求
め
て
貴
族
院
（H

ouse of Lords

）
に
申
し
立
て
、
一
八
一
三
年
に
貴
族
院
が
判
断
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
起
源
は
一
八

一
三
年
の
判
決
よ
り
一
八
〇
年
前
に
遡
る
。
一
六
二
七
年
に
八
一
歳
で
あ
っ
たW

illiam
と
い
う
人
は
バ
ン
ベ
リ
ー
伯
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。

彼
は
結
婚
し
て
お
り
、
子
の
い
な
い
ま
ま
一
六
三
二
年
に
死
亡
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、Edw

ard

とN
icholas

と
い
う
二
人
の
子

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
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）

（
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）
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が
現
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
人
はW

illiam
 

の
子
た
ち
で
あ
る
か
、W

illiam

の
妻
とLord V

aux 

と
の
不
倫
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
た
ち

で
あ
る
か
が
不
明
で
あ
っ
た
。Edw

ard

は
幼
い
時
に
亡
く
な
っ
た
が
、N

icholas

は
数
年
後
に
バ
ン
ベ
リ
ー
伯
の
称
号
を
求
め
た
。
し
か
し
、

貴
族
院
はN

icholas

が
婚
外
子
の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
そ
の
決
定
を
延
期
し
続
け
た
。
一
八
〇
年
に
わ
た
っ
て
、N

icholas

及

び
そ
の
子
孫
が
七
回
の
申
立
て
を
し
て
い
た
が
、
貴
族
院
は
最
終
決
定
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
〇
六
年
にW

il-
liam

 K
nollys

は
自
分
の
祖
先
（N

icholas

）
の
貴
族
称
号
を
取
得
し
よ
う
と
最
後
の
試
み
と
し
て
八
回
目
の
申
立
て
を
行
っ
た
。
一
八
一
一
年

に
貴
族
院
は
法
的
争
点
に
つ
い
て
人
民
間
訴
訟
裁
判
所
（Court of Com

m
on Pleas

）
に
専
門
的
意
見
を
依
頼
し
、
一
八
一
三
年
に
つ
い
に
判

断
が
下
さ
れ
た
。
貴
族
院
はN

icholas

が
バ
ン
ベ
リ
ー
伯
の
嫡
出
子
で
は
な
い
と
判
断
し
、
申
立
て
を
却
下
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、H

ar-
ris N

icolas, A
 T

reatise on the Law
 of A

dulterine Bastardy, w
ith a R

eport on the Banbury Case, and of A
ll O

ther Cases 
Bearing upon the Subject, W

illiam
 Pickering, 1836, pp. 82-85, 180-87, 291-551; S., A

rt. II - M
edical Jurisprudence - N

o. IV
 - 

Legitim
acy, L

a
w M

a
ga

zin
e (Q

u
a

rt
erly R

ev
iew o

f Ju
rispru

d
en

ce), V
ol. IV

, 1830, pp. 25-49

を
参
照
。

Banbury Peerage Case (1811), 1 Sim
. &

 St. 153, 155 (Reports of Cases, D
ecided in the H

igh Court of Chancery, by 
N

icholas Sim
ons and John Stuart, V

ol. I, J. &
 W

. T
. Clarke, 1824, p. 155). See also L

a
w M

a
ga

zin
e, supra note 58, at 182.

See Blackstone, supra note 48, at 442-43. Blackstone

に
よ
る
と
、
婚
外
子
が
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
し
、
相
続
権
を
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
唯
一
の
方
法
は
、
国
会
に
よ
り
許
可
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。Id. at 447.

Jam
es K

ent, Com
m

entaries on A
m

erican Law
, V

ol. II, O
. H

alsted, 1827 (Reprint ed., D
a Capo Press, 1971), p. 173.

See N
icolas, supra note 58, at 6; Baron and Fem

e, A
 T

reatise of the Com
m

on Law
 Concerning H

usbands and W
ives, 

2nd ed., Printed by Eliz. N
utt and R. Gosling, 1719, p. 20 (A

nonym
ous A

uthor). See also N
orm

a A
dam

s, N
ullius Filius: A

 
Study of the E

xception of Bastardy in the Law
 Courts of M

edieval E
ngland, 6 U

. T
o

ro
n

t
o L. J. 361, 368-69 (1946).

A
vailable at w

w
w

.legislation.gov.uk/ukpga/1926/60/pdfs/ukpga_19260060_en.pdf.
A

vailable at w
w

w
.legislation.gov.uk/ukpga/1959/73/pdfs/ukpga_19590073_en.pdf.

A
vailable at w

w
w

.legislation.gov.uk/ukpga/1976/31/pdfs/ukpga_19760031_en.pdf.

田
中
英
夫
（
編
）『
英
米
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
）
三
四
八
頁
は
、「filius nullius

」
を
「
何
ぴ
と
の
子
に
も
非
ざ
る

子
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
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婚
外
子
に
つ
い
てBlackstone

は
、
“they have no blood in them

, at least no inheritable blood

”と
い
う
。W

illiam
 Black-

stone, Com
m

entaries on the Law
s of E

ngland, V
ol. 2, Clarendon Press, 1765, p. 247 (A

 Facsim
ile of the First Edition of 

1765-1769, T
he U

niversity of Chicago Press, 1979).
Blackstone, supra note 48, at 447.

“(...) if a villein taketh a free w
om

an to w
ife, and have issue betw

een them
, the issues shall be villeins. But if a nief ta-

keth a freem
an to her husband, their issue shall be free.

” Littletonʼs T
enures in E

nglish, V
. &

 R. Stephens and G. S. N
or-

ton, N
ew

 ed., corr., 1845, p. 78.

田
中
・
前
掲
注
（
66
）
八
九
七
頁
は
、「villein

」
を
「
隷
農
」
と
訳
し
て
い
る
。

“(...) no bastard m
ay be a villein, unless he w

ill acknow
ledge him

self to be a villein in a court of record; for he is in law
 

quasi nullius filius, because he cannot be heir to any.

” Id. at 78-79.
Littleton

とCoke
の
も
の
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、Steve Sheppard, Casebooks, Com

m
entaries, and Curm

udgeons: A
n Intro-

ductory H
istory of Law

 in the Lecture H
all, 82 I o

w
a L. R

ev. 547, 556-59 (1997)

を
参
照
。

“(...) Som
e hold that the bastard of a niefe shall be a villeine. A

nd others hold, that if a villeine hath a bastard by a 
w

om
an, and after m

arrieth the w
om

an, that this bastard is a villeine. But the law
 is contrary in both cases; for in both 

cases, the issue by the com
m

on law
 is a bastard, and consequently, quasi nullius filius, as Littleton here saith. (...)

” Co. Litt. 
123. a. Edw

ard Coke, T
he First Part of the Institutes of the Law

s of E
ngland, V

ol. 1, 19th ed., J. &
 W

. T
. Clarke et al., 1832.

“(...) a bastard w
as likew

ise capable of succeeding to the w
hole of his m

other

’s estate, although she w
as never m

ar-
ried; the m

other being sufficiently certain, though the father is not.

” Blackstone, supra note 67, at 247-48.
Id. at 248.
See Blackstone, supra note 48, at 447.

イ
ギ
リ
ス
の
定
住
法
に
つ
い
て
は
、
中
野
忠
「
定
住
法
関
連
資
料
と
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
農
村

社
会
─
ひ
と
つ
の
論
争
を
手
が
か
り
に
」
早
稲
田
社
会
科
学
総
合
研
究
第
五
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。

See K
ent, supra note 61, at 176.

“In the eyes of the early com
m

on law
, then, the non-m

arital child had no parent at all, neither father nor m
other.

” 
K

rause and M
eyer, supra note 56, at 122.

（
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）
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1 L. Raym
. 68, 7 W

ill. 3 (Reports of Cases A
rgued in the Courts of K

ing

’s Bench and Com
m

on Pleas, Robert Lord 
Raym

ond, V
ol. I, 4th ed., 1790).

“(...) Sir Bartholom
ew

 Show
er for the prohibition argued, that it w

as not prohibited by any law
, for there w

as neither 
affinity nor consanguinity, for a bastard is nullius filius (...)

”. H
ow

ever, 

“(...) It seem
ed to the court that no prohibition 

should be granted, for though bastards are deprived of privileges by particular law
s, the sam

e reason prohibits them
 from

 
m

arrying, as others. A
nd it has been alw

ays held accordingly, especially w
here it is the child of a w

om
an relation. A

nd by 
Sir Bartholom

ew
 Show

er

’s rule H
ans m

ight m
arry his ow

n bastard, w
hich doubtless could not be allow

ed.

” Id. at 68-69.
Blackstone, supra note 48, at 446.
K

ent, supra note 61, at 177-78.
Blackstone, supra note 48, at 446.

そ
の
制
度
は
、
救
貧
法
に
よ
る
教
区
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
で
あ
っ
た
。

1 T
erm

 Rep. 96 (T
erm

 Reports in the Court of K
ing

’s Bench, V
ol. I (M

ichaelm
as T

erm
, 26th George III. 1785 to Eas-

ter T
erm

, 27th George III. 1787), p. 96).
A

n A
ct for the better preventing of clandestine M

arriages (26 Geo. II. c. 33.)
T

he K
ing v. T

he Inhabitants of H
odnett, supra note 83, at 96.

Id. at 100.
Id. at 101.
Lévy and Castaldo, supra note 7, at 213.
Id.
Id. at 213-14.
Id. at 214.
Id. at 215.
Id. at 217.
Id. at 225.
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Id. at 226.
M

ackenzie, supra note 1, at 131-32.
Lévy and Castaldo, supra note 7, at 226.
J. G. Locré, E

sprit du Code N
apoléon tiré de la D

iscussion, t. 4, Im
prim

erie Im
périale, 1806, p. 165.

Séance du 21 V
entôse, an 11 de la République, Procès-V

erbaux du Conseil d

’État, Contenant la D
iscussion du Projec 

de Code Civil, A
nnées IX

 et X
, 1803, p. 579.

Locré, supra note 98, at 166-67.
Id. at 167.
Id.
Id. at 168-69.
Id. at 168.
A

rt. 334. La reconnaissance d
’un enfant naturel sera faite par un acte authentique, lorsqu

’elle ne l

’aura pas été dans 
son acte de naissance.

一
八
〇
四
年
の
民
法
典
の
条
文
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、『
佛
蘭
西
法
律
書　

上
巻
（
憲
法
民
法
・
飜
譯
局
譯
述
）』

（
弘
令
社
、
一
八
八
二
）、
谷
口
知
平
『
現
代
外
国
法
典
業
書　

仏
蘭
西
民
法　

人
事
法
⑴
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
九
）、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法

制
調
査
部
編
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典　

家
族
・
相
続
関
係
』（
法
曹
会
、
一
九
七
九
）
を
参
照
し
て
い
る
。

Locré, supra note 98, at 179-80.
Id. at 180.
Id. at 187.
Id. at 187.
A

rt. 336. La reconnaissance du père, sans l

’indication et l
’aveu de la m

ère, n

’a d

’effet qu

’à l

’égard du père.

谷
口
・
前
掲
注
（
105
）
三
一
七
頁
を
参
照
。

Locré, supra note 98, at 188.

起
草
当
時
の
草
案
で
の
条
文
に
対
す
る
賛
成
意
見
と
反
対
意
見
に
つ
い
て
は
、id. at 189

以
下
を
参
照
。

Id. at 199. A
rt. 337. La reconnaissance faite pendant le m

ariage, par l
’un des époux, au profit d

’un enfant naturel qu

’il 

（
95
）

（
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）
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）
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aurait eu, avant son m
ariage, d

’un autre que de son époux, ne pourra nuire ni à celui-ci, ni aux enfans nés de ce m
ariage. 

N
éanm

oins elle produira son effet après la dissolution de ce m
ariage, s

’il n

’en reste pas d

’enfans.
A

rt. 335. Cette reconnaissance ne pourra avoir lieu au profit des enfans nés d

’un com
m

erce incestueux ou adultérin.
Locré, supra note 98, at 184.
Id. at 185.
Id. at 186.
Zacharia, Le D

roit Com
m

un en A
llem

agne sur les E
nfants N

aturels, Com
paré au D

roit Français et A
nglais en ce qui 

Concerne la R
echerche de la Paternité, A

rchives de D
roit et de Législation, H

aum
an, Cattoir et Com

p., T
. 1, 1837, p. 271.

Id.
H

alew
yck, supra note 45, at 9.

Id. at 10-12. See also H
uebner, supra note 22, at 674.

前
掲
注
（
40
）
及
び
（
42
）
を
参
照
。

Zacharia, supra note 118, at 277.
E. D

onald Shapiro, Stew
art Reifler, Claudia L. Psom

e, T
he D

N
A

 Paternity T
est: Legislating the Future Paternity A

c-
tion, 7 J. L. &

 H
ea

lt
h 1, 10 (1992-1993).

Id. at 11.
Zacharia, supra note 118, at 273. A

rt. 340. La recherche de la paternité est interdite. D
ans le cas d

’enlèvem
ent, lorsque 

l

’époque de cet enlèvem
ent se rapportera à celle de la conception, le ravisseur pourra être, sur la dem

ande des parties in-
téressées, déclaré père de l

’enfant.
M

arcel Planiol, Georges Ripert, T
raité Pratique de D

roit Civil Français, t. II, Librairie Générale de D
roit &

 de Juris-
prudence, 1926, p. 747.

Locré, supra note 98, at 203.

谷
口
・
前
掲
注
（
105
）
三
二
七
頁
を
参
照
。
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See Rachel G. Fuchs, Contested Paternity: Constructing Fam
ilies in M

odern France, T
he Johns H

opkins U
niversity 

Press, 2008, p. 23.
Paul V

iollet, Précis de L̓
H

istoire du D
roit Français, V

ol. 2, L. Larose et Forcel, 1886, p. 392.
Id. See also L. J. K

oenigsw
arter, E

ssai sur la legislation des peoples anciens et m
odernes relative aux enfants nés hors 

m
ariage; suivi de quelques observations dʼéconom

ie sociale sur le m
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